
【導入機種の評価法】
～どのタイミングで「良し悪し」をジャッジする？～
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項目別に見る機種の力とは？-稼働と利益と台数と-

1）稼働推移

新機種の評価をする上で、導入してからの「稼働推移」は最重要項目といって良いほど重要なものじゃが、具体的にどれくらいの数値

を指標とすべきかは悩むところじゃのう。因みにワシは導入後1週間の稼働劣化率が24,000枚に対して90％以上で持ちこたえている

ようなら、「良台」と評価しているゾ。１ヵ月後の稼働が15,000枚以上キープしているのなら機種としての力は持っているということ

じゃから、単純に利益を取るだけでなく「育てる」といった意識をもっていった方が良いじゃろうな。

2）実績出玉率と収益性

1週目：21,600枚以上～ 2週目：19,440枚以上～ 3週目：17,490枚以上～ 4週目：15,700枚以上

【良台の稼働推移イメージ】

24,000枚から週毎の劣化率が10.0％以下なら「良台」と考える！

稼働の次に重要なのは「どれくらい利益が取れるか？」っていう、いわゆる「収益性」ね。収益性を見る上で一番大事なのがまずその

機種の設定1の出玉率！これが低ければ低いほど利益額の最大値は高くなるわ。特に等価交換なら「出玉率1.0％＝コイン粗利20銭」

という図式が成り立つからこの数値は是非押さえておきたいところよ。コイン１枚当たりの売上である「コイン単価」は等価交換なら

基本的に収益性とは関係ないケド、非等価交換店ならこの数値が高ければ高いほど利益が取りやすくなるということもおさえてネ☆

【等価交換店】
□稼働20,000枚・出玉率97.0％の場合…
差枚数で店側が600枚プラスに！⇒台粗で12,000円 コイン粗利60銭

□稼働20,000枚・出玉率98.0％の場合…
差枚数で店側が400枚プラスに！⇒台粗で8,000円 コイン粗利40銭

出玉率1.0％
↓

20銭の差異

売り上げた時点で店側のプラスになる「非等価店」はコイン単価が高い機種は収益性もＵＰ!!
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3）商圏台数と優位性

4）増台？減台？撤去？転売？

「稼働数値」「収益性」が秀でていても市場に台数が多すぎるのであれば、結局競合店とユーザを取り合うことになってしまうわ。

大事なのは「商圏に台数が多すぎない、適正であるか」ってことね。「番○3」なんかは、悪い機種じゃないけど台数が多すぎて苦

戦した良い例だと思うわ。市場にあまり導入されていない機種であればあるほどその機種のユーザーを取り込める可能性があるので、

競合店を含めた「市場台数」とその機種が市場の何％に相当するのかは常に把握しておいてネ。

例）全国での台数シェアが5.0％の機種

自店の商圏の台数シェアが2.0％だとすると… もっと増やしても良いかも？

増やさなきゃダメ!!

新台を導入した際、どのタイミングで「減台」するか「撤去」するか、或いは「増台」するかは常に迷うところじゃが、これまで挙げ

た①「稼働」②「収益性」③「優位性」の3点を数値化して見ることである程度客観的な判断が出来るゾ。それぞれの数値を掛け合わ

せて出た指数を判断材料にしても良いし、やり方は色々あるがの。大事なことは基準を合わせることじゃ。１ヵ月での判断が遅すぎる

というのであれば2週間でのジャッジに切り替えても良いし、自店に合わせた判断タイミングを見出すことが大事じゃゾ。

また「転売」に関しても情報には目を光らせたいところじゃ。上記とは逆に市場での評価は高くても自店での稼働が芳しくない、或い

は利益が取れないといった状況であれば、早めに「売り」に出すのも手じゃ！機種によっては100万円近い中古機相場のモノもあるし、

こだわり過ぎるのも問題じゃ。店舗に最も利益をもたらす施策を見つけるんじゃ！

導入した機種の去就は「稼働」「収益性」「市場優位性」の3点から、
フェアにジャッジをすることを心掛けよう!!

＜P-FAN特集＞

＜2018.4.2＞


